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令和６年度災害時健康危機管理支援チーム養成研修について 

 

 災害時における被災都道府県の保健医療福祉調整本部及び被災都道府県等の保健所の指

揮調整機能等における業務を支援するため、災害時健康危機管理支援チーム（以下

「DHEAT」という。）が派遣されてきました。令和６年能登半島地震では、多くのDHEATが

長期にわたり被災地に派遣され、被災自治体の保健医療活動の指揮調整機能等の支援を行い

ましたが、今般の被災地での活動を通して、改めて平時のうちから有事に備えた体制整備

の重要性が認識されました。 

 DHEATの体制について、更なる強化が必要であることから、「災害時健康危機管理支援チー

ム活動要領の改正（DHEATに係る協議会の設置及び保健所現状報告システム等の運用）につい

て」（令和５年３月28日付け健健発0328第２号厚生労働省健康局健康課長通知）により、地

方ブロック DHEAT 協議会の設置ならびに災害保健情報システム等の運用について周知すると

ともに、令和５年度より統括DHEAT研修を開始したとことろです。（令和６年能登半島地震の

発災に伴い、一部研修を中止。） 

各研修の詳細に関しては、各研修を担当する関係機関のホームページ等により案内する予定

です。御不明点があればそれぞれの問合せ先にお問い合わせいただくとともに、各機関の手続

きに従って、申込登録していただきますようよろしくお願いします。 

 また、DHEATの研修については、受講者に、所属する自治体で講師等として伝達研修等を実

施していただくことをお願いしています。受講者においては、引き続き、各自治体において、

市町村や関係団体等と連携の上、災害対応の基礎的研修・訓練を実施していただくようお願い

します。なお、訓練に当たっては、保健所現状報告システム等の積極的な活用も併せてお願い

します。 

 

記 

〇 研修体制について（別添） 

１. 保健所災害対応研修（DHEAT基礎編） 

（１）主催：一般財団法人 日本公衆衛生協会 

（２）目的：DHEAT構成員の養成 

（３）目標：DHEATとして、保健所の受援を中心とした対応ができる。 

（４）開催予定時期：令和６年８～11月頃 

   ※参加都道府県会場と研修事務局をオンライン(Zoom)でつないで進行 

（５）詳細・お問合せ先 

ホームページ(随時掲載) http://www.jpha.or.jp/sub/menu041.html 



 

E-mail：dheat@jphakenkoukiki.mhlw.go.jp / TEL：03-3352-4283 

  

２．DHEAT標準編研修 

（１）主催：国立保健医療科学院 

（２）目的：DHEAT構成員の資質の向上、指導者の養成 

（３）目標： 

・ DHEATとして派遣先で中心的な活動ができる。 

・ 指導者としてDHEAT研修の企画立案・実施ができる。 

（４）開催予定時期： 

令和６年６月24～25日 

令和６年７月22～23日 

※ オンライン（Zoom）で実施 

（５）詳細・お問合せ先 

   ホームページ：https://www.niph.go.jp/entrance-index2/ 

   E-mail：kensyu.info@niph.go.jp / TEL：048-458-6185 

 

３．統括DHEAT研修 

（１）主催：一般財団法人 日本公衆衛生協会 

（２）目的：統括DHEATの養成・資質の向上 

（３）目標：災害が発生した際に、保健医療福祉調整本部の設置やその強化、及び被災保健

所との連携強化や受援、並びにそれらのための平時の活動を行うことができる。 

（４）対象：統括DHEAT及びその候補者（※） 

※ 保健所災害対応研修（DHEAT 基礎編）及びDHEAT 標準編の事前の受講を必須とし

ないが、事前又は事後に受講することが望ましい。 

※ 対象者は、各都道府県複数人とする。 

（５）開催予定時期：令和６年１０月～令和７年１月頃（対面で２回実施予定） 

（６）詳細・お問合せ先 

ホームページ(随時掲載) http://www.jpha.or.jp/sub/menu041.html 

E-mail：dheat@jphakenkoukiki.mhlw.go.jp / TEL：03-3352-4283 

 

〇 保健所現状報告システムの訓練における使用について 

  各都道府県等で保健所現状報告システムの活用を希望する場合、訓練コードを発行する

ことが可能です。災害保健情報システムにログインしていただき、「お知らせ」に記載し

てある訓練企画事項を確認し、必要事項をDHEAT事務局まで連絡をお願いします。 



災害時健康危機管理支援チーム（DHEAT)構成員の養成を中心とした人材育成の仕組み（令和６年度）

都道府県・保健所設置市・特別区

・法的根拠
・危機管理組織の立ち上げ
・クロノロジーの書き方

・ＥＭＩＳの入力
・アクションカードの作成
・避難所運営管理の手法

市町村
関係団体

・基礎編の教材を活用した持ち帰り研修

等

合同研修・訓練【 災 害 対 応 の 基 礎 的 研 修 ・ 訓 練 の 実 施 】

・ 統括DHEATの資質の向上
・ 統括DHEAT及びその候補者が対象
・ （一財）日本公衆衛生協会が実施（令和５年度より実施）

統括DHEAT研修

受
講

受
講

受
講

・ DHEAT構成員の資質の向上、指導者の育成
・ 国立保健医療科学院が実施

・ 保健所災害対応研修（DHEAT基礎編）及び地域における研修等の企画立案・実施（講義・演習
の講師及びファ シリテーター等）の実務を担うことのできる人材の養成
・ （一財）日本公衆衛生協会が実施

・ DHEAT構成員の養成及び資質の向上
・ （一財）日本公衆衛生協会が実施

DHEAT標準編研修

DHEAT研修企画運営リーダー研修

保健所災害対応研修（DHEAT基礎編研修）
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・受援体制の基礎
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他都道府県等
（地方ブロック）

全国保健所長会
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